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　木目の何に「なごみ」を感じるのか－木材の
　視覚的特徴
　人々はなぜ木を好むのでしょうか。これはなかなか

科学的に説明するのが難しい質問です。人の五感を通

して考えてみることにしましょう。まず，木目を見る

となぜ「なごむ」のかを考えてみましょう。その前に，

「見る」とはどういうことかを考えていただきたいと

思います。

　図1を見てください。筑紫哲也さんとブッシュ米国

前大統領の似顔絵です1)。左端は写真をそのまま線画

にしたもので，画像的にはこれが一番よく似ているは

ずですが，そうではないですね。右に行くほど原写真

と日ごろよく見ている日本人男性の平均顔とのズレを

強調しているのですが，ある程度デフォルメした右端

に近い方がよく似ていると感じませんか。こちらの方

が筑紫哲也さんやブッシュさんのイメージをよく表し

ていると感じられます。このことからも我々がいかに

イメージで人の顔を記憶しているかが分かっていただ

けたと思います。そうです！我々は何事もイメージで

記憶し行動していると類推できそうですね。木が人に

「やさしい」とか「なごむ」というのはイメージなの

です。ではそのイメージはどのように形成されている

のでしょうか。
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　「なごむ」とは，「刺激を感じない」「自然な感じが

する」ということだと解釈することができます。では

なぜ木目からはあまり刺激を感じないのでしょうか。

それは，脳に刷り込まれた「自然な」イメージのパター

ンと共通性があるからでしょう。人の脳は，居心地の

よい環境では無用な刺激を感じないようにできていま

す。草木の茂る陸上で生息する動物の視覚機構の進化

の過程において，森林内の風景は刺激を感じない「自

然な」風景として処理されるように脳内のニューラル

ネット(神経網)が形成されたと考えられます。では，

木目と森林内の風景には，画像的にどのような共通点

があるのでしょうか。例えば，反射してくる光に紫外

線が少ない，べタッとした広い面積での正反射(グレ

ア)がない，すなわち，森林なら葉によるミクロな反

射－木材なら細胞壁からのミクロな反射で構成されて

いるといった共通性があります。突き詰めると画像と

イメージの関係に関する視覚認知心理学になってしま

います。以下，木材の見た目のイメージに関係する因

子について考えてみることにしましょう。

　室内空間に木材が多く存在すると，図2に示すよう

に「自然な」イメージが強くなります2,3)。ログハウ

スの中などはその良い例です。また室内の木材率が高

くなると「あたたかい」イメージが強くなりますが，

図1  筑紫哲也さんとブッシュ米国前大統領の似顔絵1）

　　 右ほど平均顔からのずれの誇張が大きい
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　これは木材がＹＲ（黄赤）系の色相であるためで，

「あたたかさ」は木材率より，空間の平均的色相が

　ＹＲかどうかで主として決まります4）（図３，４）。
　室内での木材率が高いと「自然な」イメージにはなり

　ますが，このことと「住みたい」とか「感じのよい」

  「好きな」とは異なります。木材が多いとよほど明度

　の高い材を使っても「落ち着いた」「暗い」感じにな

　ります。明るいイメージの方が好きな現代の日本人は

　白に近い壁を好みます。もちろん部屋の用途によって

　は「あかるい」イメージは不要で「落ち着いた」イメー

　ジが必要なところもあります。

　　木目模様の「なごみ」の要因の中には，かつて生き

　物であったという親近感が潜在的にあり，写真１のよ

　うに複雑な木目からは生命感さえ感じます5）。樹種や

　個体間の木目の違いは組織構造の違いに主として由来

　しており，とらふ(虎斑)，レイフレック，リップル

　マーク，銀もくなどは放射組織が関係し，波状もく，

　リボンもく(交錯木理)，鳥眼もくなどは繊維の走行

　変化に起因しています。これらの複雑な木目は．生物

　材料特有の「味わいのある」「深みのある」イメージ

　を与えます。

　　住まいの居住性を考える－温湿度感覚と木材
　　「木造住宅とコンクリート造住宅のどちらに住みた

　いですか」という質問に対して，日本人の多くは木造

　と答えます。なぜ木造と答えるのでしょうか。木造住

　宅関係者は住み心地がよいからだと我田引水的に解釈

　しがちですが，本当にそうでしょうか。木造住宅とい

　うと一戸建てを意味し，コンクリート住宅というと共

　写真1 生命を感じさせる春日杉の木目の例図4　室内空間における色相と「あたたかい」
　 　 イメージとの関係2）

　図3　室内空間における木材率と「あたたかい」
　　 　イメージとの関係2）

図2　室内空間における木材率と「自然な」
　 　イメージとの関係3）
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同住宅，いわゆるマンションをまず思い浮かべるでしょ

う。一戸建ての方が面積が広く価格も高いので，ステー

タスとしては上ですし，ステータスの上の方を選ぶの

はごく自然なことだと考えられます。広さや価格のこ

とは別として，木造は本当にコンクリート造より住み

心地が良いのでしょうか。

　住み心地の良さにはいろいろなファクターがあり，

通勤・通学・買い物などの利便性，建物の広さ・間取

り，温湿度問題，遮音，日照，設備機器，構造安全性

など考えるべき項目はたくさんあります。木造とコン

クリート造との違いで特に大きく異なるのは熱容量の

違いでしょう。熱容量は基本的に重量の違いに支配さ

れますので，木造はコンクリート造に比べて熱容量が

小さくなります。熱容量が小さいということは，あた

たまりやすく，さめやすいということでもあります。

これは悪い性質ではなく，夏期には夜寝るとき外気温

の低下とともに涼しくなるので眠りやすいという利点

があります。それに対して熱容量の大きいコンクリー

ト造では，昼間に蓄えられた屋上や壁の熱が夜中に放

出されるので，特に最上階や西端において夜寝苦しい

という欠点があります。放射熱 (輻射熱) であるため

クーラーで室温を下げても署く感じます。それは真冬

にひなたぼっこをすると太陽の放射熱で暖められ，低

い外気温にも関わらず暖かく感じるのと同じ現象です。

これはまた，熱した石からの放射熱で焼く，石焼き芋

の原理と同じなので，わかりやすくコンクリート造の

「石焼き芋現象」と呼ぶことにしています。図5にコ

ンクリート造の最上階 (北室) の室温とその近くの木

造2階建ての2階 （北室）での室温の比較を示しま

す5）。コンクリート造では午後9時に室温が最高にな

り，夜中の2時3時でも室温が高いのに対して，木造

では午後4時ころからは横ばいとなりやがて低下し始

めます。測定に用いた木造の２階の部屋は使用されて

いない部屋なので，窓は閉められており，窓が開放さ

れていればさらに室温は低下したものと考えられま

す。

　瓦屋根の熱容量は昼間の温度上昇を遅らせ，かつ寝

るころには温度が下がる理想的な熱容量に近いと言え

ます。
こまいつちかべ

小舞土壁もまた熱容量や遮音性の観点から程良

い質量をもっていると考えられますが，最近人手と人

件費の関係から少なくなってきました。コンクリート

の壁は熱容量が大きいため，午前中の室内壁面におけ

る温度上昇が遅く，かつ，空気のよどみやすい部屋の

隅では湿度が高いので，壁面が露点温度以下となり，

しばしば結露が生じます。関西ではペアガラスの窓や

引き戸は少ないのですが，ペアガラスにすることによ

り，室内側のガラス面温度を露点以上に保つことがで

き，冬のガラス面での結露は防止できます。結露とは

湿度だけの問題ではなく，断熱の問題であり，断熱の

改善で解決できる場合が多くあります。ペアガラスに

してもアルミサッシのフレームだとフレーム面に結露

が生じ，そのために断熱性の高い木製サッシが望まれ

ます。このことは北海道では当然の話だろうと思われ

ます。

　木造住宅の良さの宣伝に，ある時期，「呼吸する住

宅」といったキャッチフレーズを使っている会社があ

りました。木材の吸放湿性のイメージ

を感覚的にうまく表した例です。木造

とは，構造躯体(強度を持たせる部分)

に木材を用いていることを意味し，木

材の使用量はコンクリート造よりはか

なり多いです。壁の中の木材や屋根裏

の木材は，内壁に面していませんが，

すき間や壁に通気性があるため室内の

吸放湿性に間接的に寄与しています。

コンクリート造においても家具や内装

に木材を使うことは，冬季において室

内の湿度が下がり過ぎるのを防ぐ効果

があり，乾燥を好むインフルエンザ・

ウイルスによる風邪ひき防御にも有効

であると考えられます。表1にインフ

人はなぜ木を好むか

       図5　木造2階北室とコンクリート造最上階北室の温度変化の比較5）

　　　　　　　1983年9月5日～6日
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 表1　インフルエンザ等で学級閉鎖した数(1988～1991年の3か年)

ルエンザ等による学級閉鎖数と，
木造校舎，コンクリート造校舎，
内装木質コンクリート造校舎と
の関係を示しました。コンクリー
ト造に比べて木造校舎の学級閉
鎖率が半分程度であり，また，
木質内装のコンクリート造校舎
でも木造並みに学級閉鎖率が低
いことは興味深いデータです6)。
図6に，木造およびコンクリー
ト造の校舎の湿度の年間変動デー
タを示しました。木造校舎にお
いて冬季に最低湿度が40％より
大きく下回ることのないことが
読みとれ，このことが学級閉鎖
率を下げている要因ではないか
と推察されます。

　住まいの居住性を考える－
　その他の感覚と木材
　居住性の良さに関係する木材の性質には，以上のほ
か，触感覚があります。木質床の歩き心地が良いのは，
木材の弾性率が軸方向に非常に大きいのに対して，直
角方向にはその1/10から1/20程度しかないことが関係
しています。すなわち，たわみにくく (軸方向が効い
ている) ，かつ，足の当たっているところは局部変形
して (直角方向の変形のしやすさが効いている) ，足
への衝撃力をやわらげてくれます。体育館に木質フロー
リングが好まれるのはそのためです。これは結局，木
材が中空の細胞で出来ていることに由来しています。
木材の断熱性が良いのも中空の細胞のおかげです。中
空の細胞による衝撃緩和を利用した身近な例には

くわ

鍬や
ハンマーの柄があります。一方，中空の細胞の断熱性
は，熱の加わる調理道具の柄に活かされています。
　住宅での木質フロアに関してはダニが少ないといっ
たことも普及している要因ですが，階下への騒音に気
をつける必要があり　騒音を発生しにくい木質床が開

発され売られています。木材は楽器に使われるほどで
すから，工夫をしないと音が出るのは当然です。とこ
ろでピアノやバイオリンなどの木製楽器はなぜ人に
「自然な」「やわらかい」「感じのよい」音をだすので
しょうか。波長によって減衰の異なる音をコンピュータ・
シンセサイズにより作ったのが図7です。木製楽器で
はEの周波数分布に近く，高周波の音は速く減衰し，
低周波（低音）は相対的に遅く減衰します7)。これも
また木材の方向による極度の弾性係数の違いに起因し
ています。よい響板には，重さの割に弾性率が高く内
部損失の小さな材が用いられています。
　木材には以上に述べた視触温湿聴感覚的特長のほか
に，嗅覚では木の芳香や，抽出成分であるテルペン類
による森林浴効果がありますがここでは省略すること
にします。

　おわりに
　「人はなぜ木を好むか」，結局それは，人類が人類

図6　木造校舎とRC(コンクリート）造校舎1階教室における湿度の年間変動6)
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　　　注：各図中，上の曲線は最高湿度，下の曲線は最低湿度を示す。
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　図7　音の周波数分布(スペクトル)の
　　　　時間変化とイメージの関係7）

となる前から森に住み，進化の過程において形成され

た脳のニューラルネットが木材のような生物材料に対

して，特に刺激を感じない，｢自然な｣,すなわち，図

 (図地の図) ではなく地になる存在として処理するよ

うに出来上がっているためと考えられます。したがっ

てこれは生得的なものであり，金属やプラスチックに

囲まれて育ち，それらが好きになったとしてもそれは

習得的ものであって，派手好きとか地味好きといった

性格的な違いはあるにしても，基本的に木材は，「落

林産試だより  1999年3月号

ち着いた」「なごむ」イメージにつながるものである

と考えられます。
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